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( 仮称 ) 八千代町保健子育て複合文化施設 _ 基本設計業務 _ 基本設計説明書※基本設計説明書に記載されている施設の概要や計画内容については、 今後の検討の中で変更が生じる場合があります。
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P.1

_ 設計方針

事業区域周辺では夏まつりや秋まつりが開催され、 既存中央公民館は

イベント拠点のひとつとなっています。 新施設でもそれらを継承すること

で事業周辺区域と一体となった 「にぎわい拠点」 を創生します。

お祭りやイベントは、 日頃の町民活動の発表の機会と捉えることができ

ます。 式典や音楽会など様々な発表を行える多目的ホールや、 地域

のサークル活動等が行える様々な諸室を整備します。

新たな町民発表の場をつくり、 事業区域周辺のまつりの拠点と一体とす

ることで、 町民発表の軸を形成します。 発表の機会が多くなることで、

町民同士が刺激し合い、 地域の発展につなげることのできる施設を目

指します。

■ 地域の誇りとなる 「にぎわい拠点」 の創生

■にぎわい拠点　＝　町民活動の発表

・

・

・

諸室は機能ごとにまとめて配置しスペース効率を上げ、 共用部に還元

することでフリーなスペースが生まれます。

フリースペースは様々な活動に対応し、 サードプレイスのようなフラっと

立ち寄って過ごせる場づくりにつなげます。

移動間仕切りを設けるなど多用途に利用できる諸室を計画しコンパクト

な施設づくりを行う事で効率的な拠点づくりを目指します。

太陽光発電や庇 ・ ルーバーを用

いた日射遮蔽による空調負荷低

減、 自然通風利用による換気な

ど、 エネルギー効率の高い施設を

目指します

■ コンパクトなスペースづくりによる効率的な施設

■ 自然環境を利用した経済的

な施設

・

・

・

・

ホワイエ
   88.50 ㎡

事務室
83.50 ㎡

HCWC
 6.25 ㎡

オムツ・授乳
 8.75 ㎡

風除室
12.00 ㎡

階段
    6.00 ㎡

風除室
10.50 ㎡

機械室
30.25 ㎡WC

45.00 ㎡

エントランスホール
326.36 ㎡

入り口
12.00 ㎡

WC
42.00 ㎡

調理室 検診ホール

検査室
12.00 ㎡

薬品庫
10.00 ㎡

授乳室
10.00 ㎡

倉庫
43.25 ㎡

相談室2
12.00 ㎡

廊下
67.00 ㎡

視力検査室 会議室
12.00 ㎡

スタジオ (上足)
133.24 ㎡

準備室
15.00 ㎡

踏込
 5.50 ㎡

和室 (上足)
44.00 ㎡

調理スタジオ
76.99 ㎡

スタジオホール
28.75 ㎡

水屋
 5.50 ㎡

階段
12.73 ㎡

EV 乗用20人
 8.75 ㎡

相談室1
10.50 ㎡

総合受付

18.00 ㎡

健康指導室
72.00 ㎡

診察室１診察室2 診察室3
14.00 ㎡14.00 ㎡ 16.00 ㎡

121.00 ㎡

ロールバック 収納
   48.03 ㎡

多目的ホール(308人)
  353.00 ㎡

前室
    8.00 ㎡

控室
   12.50 ㎡

控室
   12.50 ㎡給湯室

    5.00 ㎡

WC
    2.50 ㎡

廊下
   17.50 ㎡

搬入
   24.00 ㎡

WC
    2.50 ㎡

収納
   47.00 ㎡

器具収納
   48.00 ㎡

前室
    8.00 ㎡

防災備蓄倉庫
   32.00 ㎡

駐輪場

広場

八千代町役場

八千代町総合体育館

八千代町中央公民館

八千代町保健センター

県道20号

茨城西南医療センター

病院付属八千代診療所

将来駐車場

将来駐車場

庭園

新複合文化施設

お祭り時のにぎわい拠点

お祭り時のにぎわい拠点

町民発表拠点

町民発表の軸

多目的ホール

新たな複合文化施設の基本コンセプト

機能の連携や複合化

活動する

町民がいつでも気軽に集い、活動し、支えあう場

八千代町で

集う
八千代町で

支えあう

八千代町で

まちのにぎわい拠点
あらゆる世代の町民が集う、 多様な活動に対応できる

拠点

【基本方針２】

【基本方針５】

【基本方針１】 【基本方針３】

【基本方針４】

【基本方針６】 町民の誇りとなり、地域が発展する拠点
【基本方針７】 経済的でスペースの効率性に配慮した拠点

あらゆる人にやさしい、
利便性の高い拠点

地域の安全・安心を支える
災害対策の拠点

町民生活を支える新たな拠
点

交流
センター

保健
センター

多目的ホール

鳥瞰

新たな複合施設の基本コンセプト _ 基本構想抜粋 町民発表の場ダイアグラム共用部ダイアグラム

「地域がつながる町民の発表拠点」
町民がいつでも気軽に集い、活動し、支えあう場　として地域がつながる複合施設

町民の誇りとなり、地域が発展する拠点

多目的ホール遊戯室 太陽光パネル

経済的でスペース効率性に配慮した拠点



( 仮称 ) 八千代町保健子育て複合文化施設 _ 基本設計業務 _ 基本設計説明書※基本設計説明書に記載されている施設の概要や計画内容については、 今後の検討の中で変更が生じる場合があります。
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P.2

所在地

敷地面積

事業面積

接道条件

区域指定

用途地域

許容容積率

防火地域

日影規制

上下水道

雨水

電気

ガス

工事種別

用途

建築面積

延床面積

主要構造

基礎形状

耐火 ・ 準耐火

昇降機

電気設備

空調 ・ 換気設備

消防設備

環境性能

駐車場

駐輪場

計画地は行政関連施設が集積する場所に位置しており、 県道と町道に

挟まれた場所にあります。 県道と町道で 1.0m 程度の高低差があり、 土

盛り等で処理しています。

既存の保健センターや中央公民館は新施設建設後に解体される予定

であり、 駐車場の多い周辺状況から開けた建物となります。

・

・

茨城県結城郡八千代町大字菅谷 1029 番地

9414.68 ㎡

4,373.08 ㎡

北側　町道 3815 号　6.0m

東側　町道 3065 号　7.0m

西側　県道結城坂東線 20 号　18.0 ～ 19.0m

都市計画区域　市街化区域

第一種住居地域

許容建ぺい率 60％

200％

指定ナシ

測定面 4.0m/ 等時間日影 5 時間 ・ 3 時間

その他地域規制 八千代中央・東原地区地区計画 【行政サービス地区】

盛土規制法対象区域

水道供給可能区域、 公共下水道区域

宅内処理

町道電柱より引込

プロパンガス　

増築

集会場、 保健センター、 遊戯場

2,179.72 ㎡

1 階 ： 1,950.69 ㎡

2 階 ： 1,256.56 ㎡

合計 ： 3,207.25 ㎡

鉄筋コンクリート造

杭支持直接基礎

耐震安全性の分類 構造体Ⅱ類、 建築非構造部材 A 類、

建築設備乙類

耐火建築物

乗用 24 人乗り EV　幅 1500 奥行 2300

受変電設備、 非常用発電設備、 太陽光発電設

備等

空冷ヒートポンプパッケージ方式、 全熱交換器等

給排水 ・ 衛生設備 水道直結給水方式、水洗便器等

自動火災報知機、 屋内消火栓、 消火器等

ZEB Ready 基準相当

3 台

20 台

■ 敷地条件 ■ 建築概要 ■ 現況敷地周辺状況

_ 計画概要

計画地計画地

県道 20 号県道 20 号

町道 3065 号町道 3065 号

町役場町役場

既存中央公民館既存中央公民館

既存保健センター

駐車場駐車場

総合体育館総合体育館

1

3

2

4

6

5

町役場

図書館

事業区域中央公民館

県道結城坂東線20号 保健センター敷地

N

面積

調理スタジオ 会議室 学習室

地域交流センター事務室
2,076.16㎡

901.05㎡

230.04㎡

3,207.25㎡

複合施設共用部
遊戯室

(管理エリア含む按分面積)
複合施設面積

合計

診察室 検査室 
調理室
保健センター事務室 相談室
検診車用駐車場
複合施設共用部
(管理エリア含む按分面積)

和室　スタジオ 音楽スタジオ

ボンベ庫
複合施設共用部
(管理エリア含む按分面積)
健診ホール 健康指導室

面積表
諸室等

機能名

子育て支援

地域交流
センター

保健センター

多目的ホール
調整室･調光室　器具収納　控室

周辺画像範囲

付近見取り図 機能別面積概要表

周辺画像 -① 周辺画像 - ②

周辺画像 - ④

周辺画像 - ⑥

周辺画像 - ③

周辺画像 - ⑤
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P.3

_ 配置計画

敷地や事業区域に合わせた建物配置を計画します。

既存施設エリアに予定される将来駐車場を考慮のうえ、 建物付近はバリアフリーやユニバーサルに配慮した駐車場のみとし、 事業区域内の建物面積率を高め、 諸室にアプローチしやすい 2 階建てとしています。

交通量の多い県道を避け、 比較的アプローチが容易で他の行政施設に面した東側町道から様々なアプローチを行う計画です。

・

・

・

計画建物

多目的ホール

保健センター

県道 20 号

町道 3065 号

町道 3815 号

総合体育館
中央公民館

将来駐車場予定

将来駐車場予定

バリカ (車止め )

フェ
ンス

歩行者・自転車
車
建物出入口
搬入出入口

歩行者・自転車動線
舞台、防災倉庫搬入動線
一般車両動線
検診車両動線

1

2

2

1

6

1

7

7

8

1

4

5

3

7 将来駐車場からのアプローチ
北側隣接エリアは複合施設建設後
駐車場利用が予定されるため、駐
車場からの歩行者動線に配慮した
計画とします。

8 バックヤード
多目的ホールに隣接した箇所まで
搬入車が近づけるよう計画します。

1 事業区域計画
東西面はフェンスや車止めを設け、
南北面は隣接地からのアプローチ
に配慮し、植栽等でゾーニングし
た事業区域計画とします。

2 高低差処理
事業区域内の県道と町道の高低差
は外構階段で調整します。

3 雨に濡れないアプローチ
アクセスの中心になる東側町道か
ら建物までは庇を設け、雨に濡れ
ずアクセスできるよう計画します。

4 災害時利用可能な芝生広場
かまどベンチやマンホールトイレ
を設け、日常は憩いのポケットパー
ク、非常時は災害利用可能な広場
とします。

5 駐車場計画
将来駐車場を考慮し、建物付近は
車椅子駐車区画やおもいやり駐車
場区画を 3台設けバリアフリーに
配慮します。

6 検診車用駐車スペース
保健センターから直接出入りでき
る位置に 3台計画し、利便性に配
慮します。

配置図　scale1/600
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P.4

_ 平面計画 -1 階

明瞭に各機能をゾーニングしています。 風除室に入ると 「どこに何があるか」 が分かる構成です。

エントランスホールはカフェ等フラっと立ち寄れるスペースになるほか、 多目的ホールのイベントや保健センター検診時には待合スペースとして利用するなど柔軟に対応できる計画とします。

・

・

上部庇

上部庇

上部庇

上部庇上部庇

上部庇

上部庇

上
部
庇

上
部
庇

2 階

保健センター

職員出入口兼ねる

直接出入り

直接出入り

連
動

多
目
的
ホ
ー
ル

交流センター

1 エントランスホール
各機能ごとに分かり易く配置し、
風除室から入ると明瞭に諸室が確
認できるように配慮します。

2 地域交流センター事務室
地域交流センターの諸室は事務室
にて受付を行うため、出入口やそ
れぞれのアクセスを視認し易い位
置に配置し、利用者と管理者それ
ぞれにやさしい計画とします。

3 炊出しに利用できる調理スタジオ
調理スタジオはプロパンガスを利
用し、災害時の炊出し等に対応で
きるよう計画します。

4 雨に濡れないピロティ空間
調理スタジオから直接出入りでき
るピロティを設け、災害時には隣
接する芝生広場とも連動します。

5 フラっと立ち寄れるスペース
エントランスにはカフェや交流ス
ペースを設け、誰でも気軽に過ご
せるスペースづくりを行います。

7 防災備蓄倉庫
防災キューブ等を収納する倉庫を
避難拠点である多目的ホールに面
して設け、防災備蓄倉庫とします。

6 多目的ホール
移動観覧席を設け、仕様用途に応
じてフレキシブルに対応する最大
350 人程度のホールを計画します。
セミナーや式典等様々に対応する
よう音響環境にも配慮します。

8 バックヤードに面した搬入口
多目的ホールの使用用途や頻度に
配慮し、2t トラックが乗入れる搬
入口を計画します。

9 子育て世代に配慮した相談室
ベビーカーで入ることができる下
足対応の相談室を設けることで、
母子手帳交付や相談に応じやすい
環境を計画します。

10 屋外に出入りできる健康指導室
検診車にアプローチし易い位置に
着替え等を行う健康指導室を計画
します。出入口付近は 2.0m程度の
深い連続した庇があるため、雨に
濡れにくい造りとなります。

利用者主出入口
搬入出入口

利用者動線
管理者動線
多目的ホール控え動線
検診動線
災害時支援動線

多目的ホール ( 地域交流センター )

地域交流センター

保健センター

子育て支援

共用部

管理

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

5

1 階平面図　scale1/300
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P.5

_ 平面計画 -2 階

吹き抜けのあるホールを中心とした動線計画です。 諸室の利用用途と眺望や明るさに合わせ配置しています。

だれでも過ごせるスペースや学習室、 遊戯室、 大人のクラブ活動等老若男女が滞在できる計画となります。

・

・

アプローチ庇

3 大型遊具を設けた遊戯室
子育て支援の一環として、ネット
遊具等を設けた遊戯室を計画しま
す。12 歳程度までを対象とするた
め、幅広い子どもの居場所確保に
つながります。天井が高く南側に
大きな開口を設け明るく広がりの
あるスペースとなります。

4 スタジオ
ヨガやダンス練習等に利用できる
大型鏡を設けたフィットネススタ
ジオです。東側に大きな開口を設
け、視線の抜けのあるスペースで
す。

1 吹抜けを中心とした動線計画
2階は各室のアプローチを吹き抜け
を中心に計画することで 1階との
つながりを強調します。

2 フラっと立ち寄れるスペース
吹き抜けや屋外に面して利用者が
自由に使用できるスペースを設け
ます。

6　共用の管理エリア
職員の更衣室や休憩室を設けます。
職員出入口としても利用される風
除室 2の直上に配置し利用者と動
線の交わりが少ない計画です。

7 集中できる学習室
比較的静かな 2階共用部に面して
学習室を計画します。オープンに
なったスペースと差別化し、集中
できる環境を整えます。

5 多目的ホールアプローチ
移動観覧席展開時に 2階から客席
にアプローチできる動線を計画し
ます。

8 遮音性能に配慮した音楽スタジオ
2重壁で遮音性に配慮した音楽スタ
ジオを計画します。大型鏡を設け
ダンス利用も可能です。

9 スペース柔軟性のある会議室
会議室は 3室あり、それぞれ移動
間仕切りを設け、20 ～ 60 人程度
利用可能とし、利用形態にフレキ
シブルに対応します。

10 多用途に利用できる和室
茶道教室が行える和室を設けます。
畳のある室として多用途に利用で
きるよう、炉や水屋は収納できる
よう計画します。

11 児童をサポートするけやきの家
就学支援等を実施できるスペース
を計画します。周辺諸室から距離
を取り、落ち着いた環境で、プラ
イバシー確保のため 2室計画しま
す。

利用者動線
管理者動線

多目的ホール ( 地域交流センター )

地域交流センター

保健センター

子育て支援

共用部

管理
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P.6

_ 環境計画

太陽光 / 自然採光 / 自然通風など地球環境を利用し、 機械エネルギーを低減した環境計画を行います。

省エネと合わせ施設利用者が健やかに過ごせる居住環境を整えます。

・

・

自然採光
直射日光を遮り間接光を取
り入れた明るい居室を計画
します。照明や空調負荷を
低減します。

太陽光発電
太陽光発電 20kWを計画し
ます。普段の電力に用いる
ことで購入電力量を低減し
ます。

LED の採用
全ての照明設備に LEDを
採用し、高寿命と低電力化
を実現します。

高低差を利用した全体換気
吹抜けの高窓を利用して、重
力換気を計画します。共用部
全体の通風が可能なため施設
全体で換気が行えます。

行止まりのない通風計画
廊下やホール等の共用部は風
が抜けるため、自然通風可能
で換気コストを低減します。

高効率空調機
省エネ基準目標である
ZEBReady 達成のため高効
率空調機を採用します。

日射遮蔽
深く出した軒・庇・ルーバー
で直射日光を遮ります。空
調負荷を低減し、時間帯に
よる明暗差を抑制し安定し
た光環境となります。

ピット埋戻し
排水がなく不必要なピットは
埋戻し、メンテナンスコスト
低減と排出土の低減を目指し
ます。

居住域空調
大空間全体ではなく、人の活
動域のみ空調を行うため、空
調コスト低減を図ります。

床ふく射空調
大空間は床ふく射空調を用
い、高低差を利用した自然対
流により空調効率を高めま
す。

感染症予防の換気
保健センターは開口を用いた
自然通風により換気を促し、
感染症予防に配慮します。

交流センター共用部

共用部 保健センター
エントランスホール

ホール

ピロティ

ピット ピット ピット ピット ピット

けやきの家廊下職員
更衣室1

音楽
スタジオ 倉庫1テラス

踏込 廊下

環境配慮イメージ
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P.7

_ 外観パース

事業区域は八千代中央土地区画整理事業地内にあり、 地区計画の 【行政サービス地区】 に分類されていることから、 公共公益施設として、 シンプルで力強い外観計画を提案します。

町道側は地域に開くようなオープンな計画で、 県道側は視認性が高いことを配慮し、 建物として主張するような象徴的な計画とするなど、 それぞれの道路に面してメリハリを付ける建物を目指します。

・

・

外観 _ 東面

外観 _ 西面
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P.8

_ 内観パース -1

内装は施設共通で木質を最大限活用するためモノトーンを基調とした計画とします。 木部を活かすことで温かみのある内装を目指します。

エントランスホールや多目的ホール等の大空間は地震時の落下を防ぐため、 天井は設けず、 木のルーバーを設置します。 多目的ホールは壁にも採用し凛とした表情をつくります。

・

・

内観 _ エントランスホール -1 内観 _ エントランスホール -2

内観 _ 多目的ホール -1 内観 _ 多目的ホール -2



( 仮称 ) 八千代町保健子育て複合文化施設 _ 基本設計業務 _ 基本設計説明書※基本設計説明書に記載されている施設の概要や計画内容については、 今後の検討の中で変更が生じる場合があります。

9

P.9

_ 内観パース -2

各居室も施設の内装計画に合わせるよう、 木調を活かしたモノトーンを基調とし、 大きな窓を設け明るい室を目指します。・

遊戯室は基本対象年齢を 3 ～ 12 歳とし、 高い天井で立体的に遊べる大型遊具を計画します。

見守りスペースも配置するため、 保護者同士の交流の場にもなります。

・

・

内観 _ 会議室 （交流センター） 内観 _ 健診ホール （保健センター）

内観 _ 遊戯室 （子育て） -1 内観 _ 遊戯室 （子育て） -2


